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国際交流委員会

JIFFAでは、会員各社の関心が高い国・地域を対象に、物流インフラや制度、現地での運用実態等について調査を
行い、その成果を調査報告書として取りまとめています。
2025年度は、インド南部および東部（チェンナイ、ベンガルール、コルカタ）を対象に調査団を派遣し、港湾・道路・
鉄道・航空といった物流インフラの現状、通関・保税制度の運用実態、現地フォワーダーや日系企業の物流対応状況
について、現地ヒアリングおよび実地調査を実施しました。
本報告書では、地域特性に応じた物流構造や課題、今後の展望を整理しています。インドでの事業展開や物流網構
築を検討される会員企業の皆さまにとって、実務の参考資料としてご活用いただければ幸いです。
本報告書は、会員各社へ1冊ずつ配布させていただきます。
なお、追加でお入り用の際は、JIFFAホームページよりお申込みくださいますようお願い致します。
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